
『枕草子春曙抄』の注釈態度と、その影響力

要　

旨

　

本
稿
は
、
近
世
に
出
版
さ
れ
た
『
枕
草
子
』
の
注
釈
書
の
中
か
ら
、
も
っ
と
も
広
く
流
布
し
た
北
村

季
吟
『
枕
草
子
春
曙
抄
』（
延
宝
二
年
・
一
六
七
四
年
成
立
）
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の
注
釈
態
度
と

影
響
力
を
考
察
し
た
。『
春
曙
抄
』
は
、
本
文
付
き
の
注
釈
書
で
、
頭
注
と
傍
注
の
二
種
類
を
付
け
て

い
る
。
頭
注
は
、
語
句
の
出
典
箇
所
の
指
摘
、
官
位
や
地
名
な
ど
の
説
明
を
書
き
、
そ
の
際
に
典
拠
と

な
る
書
物
や
歌
集
を
挙
げ
る
。
傍
注
は
本
文
の
行
間
に
、
表
現
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
り
、
主
語

を
示
し
た
り
、
平
仮
名
表
記
に
漢
字
を
宛
て
て
意
味
を
示
し
た
り
す
る
。
大
き
く
分
け
る
と
、
頭
注
は

難
語
の
解
説
、
傍
注
は
文
脈
の
内
容
の
説
明
、
と
い
う
違
い
が
見
ら
れ
る
。『
春
曙
抄
』
は
、
注
釈
す

る
に
あ
た
り
、
先
行
文
学
・
先
行
文
献
を
博
捜
し
て
、
文
学
作
品
と
し
て
の
正
確
な
読
解
を
志
向
し
て

い
る
が
、
時
に
人
々
の
生
き
方
を
戒
め
る
教
誡
的
な
読
み
方
も
示
す
。

　
『
春
曙
抄
』
は
、
学
術
的
な
注
釈
態
度
が
見
ら
れ
る
が
、
説
明
自
体
は
簡
潔
・
明
瞭
な
の
で
わ
か
り

や
す
く
、
多
く
の
箇
所
に
注
釈
が
付
い
て
い
る
の
で
、
江
戸
時
代
の
み
な
ら
ず
近
代
に
お
い
て
も
、

『
枕
草
子
』
を
読
む
場
合
は
、『
春
曙
抄
』
で
読
む
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、『
春
曙
抄
』
は
、

後
世
へ
の
影
響
力
も
大
き
い
。
本
稿
で
は
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、
蕪
村
の
俳
句
に
見
ら
れ
る
『
春

曙
抄
』
の
影
響
を
考
察
し
た
。
ま
た
、
近
代
に
お
け
る
『
枕
草
子
』
の
外
国
語
訳
に
は
『
春
曙
抄
』
が

活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
察
し
、
と
り
わ
け
ア
ー
サ
ー
・
ウ
エ
ー
リ
（A

rthur W
aley

）
の
、

『T
he Pillow

-Book of Sei Sho －nagon

』
の
英
訳
に
よ
る
さ
ら
な
る
影
響
例
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
。

は
じ
め
に

　
『
枕
草
子
』
は
古
典
文
学
の
中
で
も
著
名
な
作
品
で
あ
る
が
、
近
世
以
前
の
写
本
の
系
統
が

錯
綜
し
て
お
り
、
本
文
校
訂
や
注
釈
研
究
も
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、

近
世
に
入
る
と
、
そ
れ
ま
で
写
本
で
伝
来
し
て
い
た
書
物
が
、
版
本
と
な
っ
て
出
版
さ
れ
、

『
枕
草
子
』
の
注
釈
書
も
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
中
で
最
も
広
く
読
ま
れ
た
の
が
、

北
村
季
吟
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
枕
草
子
春
曙
抄
』
十
二
巻
（
以
下
、『
春
曙
抄
』
と
略
す
）

で
あ
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
『
春
曙
抄
』
に
焦
点
を
当
て
て
、
注
釈
態
度
を
考
察
し
、
影
響
力
に
も
注

目
す
る
。
影
響
力
に
つ
い
て
は
、『
春
曙
抄
』
が
、『
枕
草
子
』
の
翻
訳
に
果
た
し
た
役
割
に
目

を
向
け
る
こ
と
に
よ
り
、『
枕
草
子
』
が
世
界
文
学
と
し
て
広
く
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
機

縁
と
し
て
の
『
春
曙
抄
』
の
役
割
に
も
触
れ
た
い
。

一　
『
枕
草
子
』
の
流
布
と
注
釈
書
の
成
立

　
『
枕
草
子
』
は
、
清
少
納
言
（
生
没
年
未
詳
）
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
散
文
作
品
で
あ
る
。
内

容
が
多
彩
で
、
文
体
も
和
文
を
長
く
書
き
連
ね
る
か
と
思
う
と
、
単
語
を
列
挙
す
る
ス
タ
イ
ル

も
あ
る
。
一
般
に
枕
草
子
は
随
筆
文
学
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
内
容
・
文
体
の
多
彩
さ

に
注
目
す
る
な
ら
ば
、『
枕
草
子
』
は
、
長
短
さ
ま
ざ
ま
な
散
文
を
ま
と
め
た
「
散
文
集
」
と

し
て
捉
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
『
枕
草
子
』
の
成
立
年
代
は
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
写
本
の
系
統
は
、「
能
因
本
系
統
」

「
三
巻
本
系
統
」「
前
田
家
本
」「
堺
本
系
系
統
」
の
四
分
類
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

「
前
田
家
本
」
は
孤
本
な
の
で
、
系
統
は
な
い
。「
能
因
本
」
は
、
清
少
納
言
と
時
代
が
重
な
る

歌
人
の
能
因
（
九
八
八
〜
？
）
が
所
持
し
て
い
た
本
と
さ
れ
て
伝
来
し
た
こ
と
と
も
関
わ
る
で

あ
ろ
う
が
、
近
世
に
お
い
て
、『
枕
草
子
』
の
主
要
な
本
文
と
し
て
流
布
し
た
。
本
稿
で
取
り

上
げ
る
『
春
曙
抄
』
も
「
能
因
本
系
統
」
で
あ
る
。「
三
巻
本
」
は
、
昭
和
の
時
代
に
、
能
因

本
よ
り
古
い
形
態
で
あ
る
と
す
る
研
究
が
発
表
さ
れ
て
、
次
第
に
『
枕
草
子
』
の
本
文
の
主
流

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
現
代
で
は
、『
枕
草
子
』
と
言
え
ば
、「
三
巻
本
」
を
底
本
と
す
る
本
が
多

い
。
な
お
、『
枕
草
子
』
の
本
文
の
み
の
出
版
と
し
て
は
、
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
刊
行
の

七
冊
本
が
、
近
世
に
お
い
て
流
布
し
た
。
こ
の
慶
安
刊
本
の
系
統
は
、
能
因
本
系
統
で
あ
る
と

す
る
説
と
、
三
巻
本
系
統
と
す
る
説
に
分
か
れ
て
い
る
。

Journal of T
he O

pen U
niversity of Japan, N

o. 34（
2016）

pp. 1-13

放
送
大
学
研
究
年
報　

第
三
十
四
号
（
二
〇
一
六
）（
一-

一
三
）
頁

1）

放
送
大
学
教
授
（「
人
間
と
文
化
」
コ
ー
ス
）

『
枕
草
子
春
曙
抄
』
の
注
釈
態
度
と
、
そ
の
影
響
力

島　

内　

裕　

子

1）

184（1）
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江
戸
時
代
の
『
枕
草
子
』
注
釈
書
を
挙
げ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

①　

加
藤
盤
齋
『
清
少
納
言
枕
草
子
抄
』（
延
宝
二
年
五
月
刊
行
・
一
六
七
四
年
）

②　

北
村
季
吟
『
枕
草
子
春
曙
抄
』（
延
宝
二
年
七
月
跋
文
・
一
六
七
四
年
）

③　

岡
西
惟
中
『
枕
草
子
旁
註
』（
天
和
元
年
十
一
月
刊
行
・
一
六
八
一
年
）

　

盤
齋
と
季
吟
の
注
釈
書
が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
、
そ
の
七
年
後
に
惟
中
の
注
釈
書
が
刊
行
さ

れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
、『
枕
草
子
』
の
注
釈
書
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ

の
点
、『
徒
然
草
』
の
注
釈
書
の
場
合
、
最
初
の
注
釈
書
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
が
、
一
六
〇

四
年
に
刊
行
さ
れ
て
以
来
、
一
六
八
八
年
の
『
徒
然
草
諸
抄
大
成
』
ま
で
、
次
々
と
刊
行
さ
れ

た
こ
と
は
、『
諸
抄
大
成
』
の
凡
例
に
、
十
三
種
の
既
刊
注
釈
書
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
明
ら
か
で
あ
る
。

　
『
枕
草
子
』『
徒
然
草
』
と
と
も
に
、
一
般
に
「
三
大
古
典
随
筆
」
と
称
さ
れ
る
『
方
丈
記
』

の
場
合
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
注
釈
書
の
刊
行
は
、
以
下
の
四
種
で
あ
る
。

①　

大
和
田
気
求
『
方
丈
記
訵
説
』（
明
暦
四
年
・
一
六
五
八
年
）

②　

加
藤
盤
齋
『
方
丈
記
抄
』（
延
宝
二
年
・
一
六
七
四
年）

1
（

）

③　

仁
木
宜
春
『
方
丈
記
宜
春
抄
』（
元
禄
九
年
・
一
六
九
六
年
）

④　

槙
島
昭
武
『
方
丈
記
流
水
抄
』（
享
保
四
年
・
一
七
一
九
年
）

　

な
お
、
今
挙
げ
た
『
枕
草
子
』
と
『
方
丈
記
』
の
注
釈
者
の
中
に
は
、『
徒
然
草
』
の
注
釈

書
も
書
い
た
人
々
も
い
る
の
で
、
そ
の
注
釈
書
を
挙
げ
、
そ
れ
以
外
の
注
釈
も
付
記
す
れ
ば
、

次
の
よ
う
に
な
る
。

①　

 

大
和
田
気
求
『
徒
然
草
古
今
抄
』（
万
治
元
年
・
一
六
五
八
年
）、
他
に
『
方
丈
記
』
の
注

釈
。

②　

�

加
藤
盤
齋
『
徒
然
草
抄
』（
寛
文
元
年
・
一
六
六
一
年
）、
他
に
『
枕
草
子
』
と
『
方
丈

記
』
も
注
釈
。

③　

�

北
村
季
吟
『
徒
然
草
文
段
抄
』（
寛
文
七
年
・
一
六
六
七
年
）
他
に
『
枕
草
子
』
と
『
源

氏
物
語
』
も
注
釈
。

④　

岡
西
惟
中
『
徒
然
草
直
解
』（
貞
享
三
年
・
一
六
八
六
年
）、
他
に
『
枕
草
子
』
の
注
釈
。

　

以
上
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
三
作
品
自
体
の
成
立
順
は
、『
枕
草
子
』『
方
丈
記
』『
徒
然
草
』

で
あ
る
が
、
成
立
が
最
も
遅
い
『
徒
然
草
』
の
注
釈
書
が
早
く
、
作
品
の
成
立
と
逆
の
順
序
で

注
釈
書
が
刊
行
さ
れ
て
、『
枕
草
子
』
が
最
も
遅
い
。
第
二
に
、
複
数
の
注
釈
書
を
書
い
た
著

者
が
い
る
こ
と
で
、
時
代
の
古
い
順
に
挙
げ
れ
ば
、
大
和
田
気
求
は
、
同
じ
一
六
五
八
年
に
、

『
方
丈
記
』
と
『
徒
然
草
』
と
両
方
の
注
釈
書
を
刊
行
し
て
い
る
。
加
藤
盤
齋
は
、『
徒
然
草
』

『
方
丈
記
』『
枕
草
子
』
の
順
に
、
三
作
と
も
注
釈
書
を
著
し
た
。
盤
齋
は
『
源
氏
物
語
』
の
注

釈
書
は
著
し
て
い
な
い
が）

2
（

、『
伊
勢
物
語
』
や
『
土
佐
日
記
』
の
注
釈
書
も
あ
る
。
北
村
季
吟

は
、『
徒
然
草
』『
枕
草
子
』
の
注
釈
書
を
書
い
た
が
、
他
に
大
著
『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
も
あ

る
。
た
だ
し
、『
方
丈
記
』
の
注
釈
書
は
な
い
。
岡
西
惟
中
に
は
、『
方
丈
記
』
と
『
徒
然
草
』

の
注
釈
書
が
あ
る
。

　

以
上
、
三
作
品
の
注
釈
書
の
刊
行
時
期
と
期
間
を
も
う
一
度
整
理
し
て
比
べ
る
と
、『
徒
然

草
』
注
釈
書
の
刊
行
期
間
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
『
寿
命
院
抄
』（
一
六
〇
四
年
）
か
ら
『
諸

抄
大
成
』（
一
六
八
八
年
）
ま
で
の
八
十
余
年
に
わ
た
り
、
間
断
な
く
、
次
々
と
刊
行
さ
れ
て

き
た
。
し
か
も
『
諸
抄
大
成
』
で
集
大
成
さ
れ
た
す
ぐ
後
に
も
、『
徒
然
草
吟
和
抄
』（
一
六
九

〇
年）

3
（

）、『
徒
然
草
絵
抄
』（
一
六
九
一
年）

4
（

）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
二
種
と
も
絵
入

り
本
で
あ
る
。

　
『
枕
草
子
』
の
注
釈
書
だ
け
で
な
く
、『
方
丈
記
』
と
『
徒
然
草
』
に
も
触
れ
た
の
は
、『
枕

草
子
』
と
い
う
作
品
は
、
現
代
で
こ
そ
著
名
で
、『
源
氏
物
語
』
と
並
び
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
が
、
注
釈
書
が
あ
ま
り
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
、
改
め
て
注
意
を
喚
起
し
た
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

　
『
方
丈
記
』
は
短
編
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
四
種
の
注
釈
書
で
、
研
究
が
ほ
ぼ
尽
く
さ
れ
て
い

る
観
が
あ
る
が
、『
枕
草
子
』
は
『
徒
然
草
』
の
優
に
二
倍
も
あ
る
長
編
で
あ
る
し
、
宮
廷
生

活
を
描
く
段
も
多
い
の
で
、
有
職
故
実
に
詳
し
い
和
学
者
で
な
け
れ
ば
、
注
釈
研
究
に
取
り
組

む
の
が
困
難
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、『
春
曙
抄
』
は
詳
細
で
あ
る
と
同
時
に
、
個
々
の
注
釈
自
体
は

簡
潔
明
瞭
な
の
で
読
み
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
注
釈
書
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
長
期
間
に

渡
る
『
春
曙
抄
』
の
命
脈
を
保
た
せ
た
の
で
あ
り
、
後
続
の
『
枕
草
子
』
の
注
釈
書
が
出
現
し

に
く
か
っ
た
要
因
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か）

5
（

。
ま
さ
に
『
春
曙
抄
』
は
、
近
世
か
ら

近
代
に
至
る
ま
で
、
広
く
読
み
継
が
れ
て
き
た
注
釈
書
で
あ
っ
た
。

　

現
代
で
は
三
巻
本
に
よ
る
『
枕
草
子
』
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
が
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け

て
、『
春
曙
抄
』
が
果
た
し
て
き
た
役
割
は
大
き
く
、
ま
た
、『
枕
草
子
』
が
外
国
語
に
翻
訳
す

る
場
合
に
も
、『
春
曙
抄
』
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。
本
稿
で
、『
春
曙
抄
』
の
注
釈
態
度

の
特
徴
に
つ
い
て
、
考
察
す
る
所
以
で
あ
る
。
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『枕草子春曙抄』の注釈態度と、その影響力

二　
『
春
曙
抄
』
の
構
成

　
『
春
曙
抄
』
は
十
二
巻
か
ら
な
る
『
枕
草
子
』
の
本
文
付
き
注
釈
書
で
あ
る
。
注
釈
書
の
中

に
は
、
た
と
え
ば
、『
徒
然
草
』
の
最
初
の
注
釈
書
で
あ
る
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
の
よ
う
に
、

本
文
は
掲
載
せ
ず
に
、
語
釈
を
付
け
る
言
葉
の
部
分
だ
け
を
切
り
出
し
て
注
釈
す
る
も
の
も
あ

る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
だ
と
本
文
を
別
に
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
一
般

に
は
本
文
と
注
釈
は
一
体
と
な
っ
て
い
る
。

　
『
春
曙
抄
』
の
全
体
の
構
成
を
把
握
す
る
た
め
に
、
以
下
の
記
述
は
、
架
蔵
の
『
枕
草
子
春

曙
抄
』
十
二
巻
六
冊
【
図
版
1
】
に
よ
っ
て
、
各
巻
の
丁
数
、
冒
頭
と
末
尾
の
段
な
ど
を
、
具

体
的
に
見
て
ゆ
く
。
そ
の
際
に
、
池
田
亀
鑑
校
訂
『
枕
草
子
（
春
曙
抄
）』（
上
・
中
・
下
）
を

適
宜
、
参
照
し
た）

6
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。

・『
枕
草
子
春
曙
抄　

一
』

　
『
春
曙
抄
』
第
一
冊
は
、
発
端
部
と
巻
一
と
巻
二
か
ら
な
る
。
発
端
が
五
丁
。
巻
一
が
三
十

六
丁
。
巻
二
が
三
十
八
丁
で
あ
る
。

　

各
頁
の
柱
は
、
上
部
に
「〈
春
曙
一
」
と
あ
り
、
以
下
各
丁
ご
と
に
「
春
曙
」
は
共
通
で
、

第
一
冊
は
、
発
端
に
続
い
て
、
前
半
が
「〈
春
曙
一
」、
後
半
か
ら
「〈
春
曙
二
」
で
、
同
様
に

続
き
、
第
六
冊
の
後
半
が
「〈
春
曙
十
二
」
で
あ
る
。
第
一
冊
の
柱
の
下
部
は
、
冒
頭
の
五
丁

は
、
順
に
「〈
発
一
」「〈
発
一
ノ
一
」「〈
発
二
」「〈
発
三
」「〈
発
四
終
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
次
の
丁
か
ら
、『
枕
草
子
』
の
本
文
を
下
に
、
上
部
に
頭
注
が
書
か
れ
る
。
本
文
の
所

所
に
傍
注
が
あ
る
。
巻
一
は
「
春
ハ
あ
け
ぼ
の
」
か
ら
始
ま
り
、
三
十
六
丁
あ
る
。

　

第
一
冊
の
後
半
は
巻
二
で
、「
す
さ
ま
じ
き
も
の
」
か
ら
始
ま
り
、
三
十
八
丁
あ
る
。
丁
番

号
は
一
か
ら
始
ま
る
。
一
巻
末
尾
と
二
巻
冒
頭
が
見
開
き
頁
に
な
る
【
図
版
2
】。
三
十
八
丁

裏
の
末
尾
に
「
春
曙
抄
二
終
」
と
あ
る
。
以
下
、
巻
十
二
ま
で
、
各
巻
末
尾
に
同
様
の
記
述
が

あ
る
。
ち
な
み
に
、
図
版
1
で
わ
か
る
よ
う
に
、
巻
一
末
尾
に
は
、
こ
の
よ
う
な
記
述
は
な

い
。

・『
枕
草
子
春
曙
抄　

二
』

 

『
春
曙
抄
』
第
二
冊
は
、
巻
三
と
巻
四
か
ら
な
る
。
巻
三
は
「
木
の
花
は
」
か
ら
始
り
、
三
十

一
丁
。
三
十
一
丁
裏
の
末
尾
に
「
春
曙
抄
三
終
」
と
あ
る
。
巻
四
は
「
あ
り
が
た
き
も
の
」
か

ら
始
ま
り
、
三
十
一
丁
あ
る
。
三
巻
と
同
様
に
末
尾
に
「
春
曙
抄
四
終
」
と
あ
る
。

・『
枕
草
子
春
曙
抄　

三
』

　
『
春
曙
抄
』
第
三
冊
は
、
巻
五
と
巻
六
か
ら
な
る
。
巻
五
は
「
め
で
た
き
も
の
」
か
ら
始
ま

り
、
二
十
八
丁
あ
る
。
末
尾
に
「
春
曙
抄
五
終
」
と
あ
る
。
巻
六
は
「
つ
く
も
所
の
別
当
す
る

比
」
か
ら
始
ま
り
、
三
十
四
丁
あ
る
。
末
尾
に
「
春
曙
抄
六
終
」
と
あ
る
。

・『
枕
草
子
春
曙
抄　

四
』

　
『
春
曙
抄
』
第
四
冊
は
、
巻
七
と
巻
八
か
ら
な
る
。
巻
七
は
「
む
と
く
な
る
物
」
か
ら
始
ま

り
、
三
十
八
丁
あ
る
。
末
尾
に
「
春
曙
抄
七
終
」
と
あ
る
。
巻
八
は
「
い
や
し
げ
な
る
物
」
か

ら
始
ま
り
、
三
十
六
丁
あ
る
。
末
尾
に
「
春
曙
抄
八
終
」
と
あ
る
。

・『
枕
草
子
春
曙
抄　

五
』

　
『
春
曙
抄
』
第
五
冊
は
、
巻
九
と
巻
十
か
ら
な
る
。
巻
九
は
「
宮
に
は
じ
め
て
ま
い
り
た
る

比
」
か
ら
始
ま
り
、
三
十
丁
あ
る
。
末
尾
に
「
春
曙
抄
九
終
」
と
あ
る
。
巻
十
は
「
む
ま
や

は
」
か
ら
始
ま
り
、
二
十
八
丁
あ
る
。
末
尾
に
「
春
曙
抄
十
終
」
と
あ
る
。

・『
枕
草
子
春
曙
抄　

六
』

　
『
春
曙
抄
』
第
六
冊
は
、
巻
十
一
と
巻
十
二
か
ら
な
る
。
巻
十
一
は
「
御
経
の
こ
と
に
あ
す

わ
た
ら
せ
お
は
し
ま
さ
ん
と
て
」
か
ら
始
ま
り
、
二
十
六
丁
あ
る
。
末
尾
に
「
春
曙
抄
十
一

終
」
と
あ
る
。
巻
十
二
は
「
家
ひ
ろ
く
き
よ
げ
に
て
」
か
ら
始
ま
り
、
三
十
四
丁
あ
る
。
最
終

丁
の
柱
に
は
「〈
三
十
四
終
」
と
あ
る
。
三
十
四
丁
裏
末
尾
に
、「
延
宝
二
年
甲
寅
七
月
十
七
日

　

北
村
季
吟
書
」
と
あ
る
が
、
無
刊
記
。
三
十
四
丁
裏
は
季
吟
に
よ
る
漢
文
の
跋
文
で
あ
る

【
図
版
3
】。　

三　
『
春
曙
抄
』
の
紙
面
構
成
と
注
の
形
態

　
『
春
曙
抄
』
の
注
釈
態
度
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
最
初
に
紙
面
の
レ
イ
ア
ウ
ト
と
本
文
表

記
を
見
て
お
こ
う
。
頁
の
上
部
、
三
分
の
一
く
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス
が
「
頭
注
欄
」
で
あ
る
。
そ

の
下
に
本
文
が
入
る
【
図
版
4
】。
頭
注
爛
に
は
、
本
文
か
ら
語
句
を
短
く
切
り
出
し
て
、
そ

の
出
典
の
指
摘
や
、
意
味
を
平
易
に
示
す
。
本
文
欄
は
、
頁
の
三
分
の
二
く
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス

で
、
頭
注
欄
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
よ
く
、
読
み
や
す
い
。
本
文
は
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
の
表
記

で
、
平
仮
名
が
主
体
で
あ
る
が
、
頭
注
欄
お
よ
び
傍
注
で
、
適
宜
漢
字
を
宛
て
て
意
味
を
取
り

や
す
く
す
る
こ
と
が
多
い
。

　

冒
頭
部
で
言
え
ば
、
本
文
の
一
行
目
は
有
名
な
、「
春
ハ
あ
け
ぼ
の
。
や
う
〳
〵
し
ろ
く
な
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り
ゆ
く
。」
と
あ
る
。
こ
の
部
分
を
切
り
出
し
て
頭
注
で
は
「
春
は
曙
や
う
〳
〵
白
く
な
り
ゆ

く
」
と
表
記
し
、
濁
点
は
省
き
、
平
仮
名
に
漢
字
を
宛
て
て
い
る
。
た
だ
し
、
濁
点
に
つ
い
て

は
、
本
文
と
頭
注
の
両
方
に
濁
点
が
付
い
て
い
る
箇
所
も
多
い
の
で
、
必
ず
し
も
今
見
て
い
る

冒
頭
一
行
目
の
よ
う
に
、
本
文
に
濁
点
が
付
き
、
頭
注
で
濁
点
が
付
い
て
い
な
い
と
う
わ
け
で

は
な
い
。

　

本
文
の
「
あ
け
ぼ
の
」
に
対
し
て
、
頭
注
で
は
「
曙
ア
ケ
ホ
ノ 

昒 

同
」
と
あ
る
の
は
、
本

文
の
「
あ
け
ぼ
の
」
に
漢
字
の
「
曙
」
を
宛
て
、
さ
ら
に
「
昒
同
」
と
あ
る
の
は
、
夜
明
け
を

あ
ら
わ
す
漢
字
「
昒
」
も
同
じ
く
曙
の
こ
と
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
。
頭
注
で
は
、
さ
ら
に

「
ま
づ
時
節
の
景
を
書
き
出
で
た
り
。
爾
雅
ニ
云
ク
春
ハ
青
陽
為
リ
、
万
物
発
生
ス
。
は
る
は

よ
ろ
づ
の
物
生
ず
る
初
め
な
れ
ば
発
端
に
、
春
は
曙
を
賞
し
て
い
へ
る
。
少
納
言
の
心
あ
ら
は

れ
て
、
枕
双
紙
一
部
の
形
容
も
こ
も
り
侍
る
也）

7
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」
と
い
う
よ
う
に
、
古
代
中
国
の
字
書
で
あ
る

『
爾
雅
』
を
引
用
し
た
り
、「
春
は
曙
」
の
一
言
に
清
少
納
言
の
心
が
明
示
さ
れ
て
、『
枕
草
子
』

全
体
を
象
徴
す
る
な
ど
と
説
き
、
簡
潔
で
明
快
な
『
春
曙
抄
』
の
注
釈
態
度
が
、
早
く
も
冒
頭

で
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
に
「
其
の
次
に
、
夏
は
夜
を
賞
し
た
る
。
以
下
、
実
に
奇
妙
に
や
。」
と
、
ご
く
簡

単
で
は
あ
る
が
、
各
季
節
ご
と
に
、
最
も
相
応
し
い
時
間
帯
を
挙
げ
て
い
る
書
き
方
を
「
奇

妙
」、
す
な
わ
ち
並
外
れ
て
す
ぐ
れ
て
い
る
と
評
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
此
の
後
、
堀
川
百
首
、

六
百
番
哥
合
な
ど
も
、
春
の
曙
と
言
へ
る
題
を
出
だ
さ
れ
侍
り
。
其
の
外
、
哥
に
あ
ま
た
詠
め

り
。」
と
あ
る
の
は
、『
堀
川
百
首
』
や
『
六
百
番
歌
合
』
を
始
め
と
し
て
、
そ
れ
以
外
に
も
多

く
の
和
歌
に
「
春
の
曙
」
と
い
う
言
葉
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
て
、
和
歌
史
を
視
野
に

収
め
て
、『
枕
草
子
』
の
影
響
力
に
言
及
し
て
い
る
。

　

次
の
頭
注
箇
所
は
、「
む
ら
さ
き
だ
ち
た
る
雲
の
」
を
切
り
出
し
て
、「
曙
の
雲
の
う
す
黒
き

に
、
日
影
う
つ
ろ
ひ
て
、
紫
の
色
め
き
た
る
也
。」
と
、
こ
の
箇
所
の
意
味
内
容
を
、
わ
か
り

や
す
く
噛
み
砕
い
て
記
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
頁
の
頭
注
欄
に
収
ま
る
分
量
の
中
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
伝
え
、
見
事

な
注
釈
で
あ
る
と
思
う
。
字
句
の
表
記
、
意
味
内
容
、
表
現
の
出
典
や
関
連
文
献
、『
枕
草
子
』

の
文
学
性
な
ど
を
幅
広
く
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
過
不
足
な
く
注
釈
を
付
け
る
の
が
『
春
曙

抄
』
の
頭
注
欄
の
特
徴
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
、
冒
頭
部
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。
な
お
、
頭
注

欄
に
収
ま
り
切
れ
な
い
時
は
、
本
文
の
区
切
り
の
後
に
、
頁
の
上
か
ら
下
ま
で
続
け
て
書
き
、

そ
れ
が
数
行
に
わ
た
る
場
合
も
あ
る
。

　
『
春
曙
抄
』
で
は
、
頭
注
の
他
に
、
本
文
の
右
側
に
細
字
で
傍
注
が
付
い
て
い
る
。『
春
曙

抄
』
の
本
文
は
、
一
面
が
十
二
行
で
あ
る
。
傍
注
は
ほ
と
ん
ど
の
頁
に
付
い
て
い
る
が
、
ぎ
っ

し
り
と
行
間
を
埋
め
る
ほ
ど
詳
し
く
付
け
る
こ
と
は
せ
ず
、
頁
に
よ
る
粗
密
が
あ
る
の
も
、
読

み
や
す
い
。
冒
頭
の
頁
を
例
に
取
っ
て
、
傍
注
の
付
け
方
の
特
徴
を
見
て
お
こ
う
。

　

二
行
目
の
本
文
の
「
あ
か
り
て
」
の
右
に
、「
あ
か
く
な
り
た
る
也
」
と
傍
注
が
あ
り
、
七

行
目
の
「
ち
か
く
な
り
」
の
右
に
、「
日
の
入
が
た
ち
か
き
也
」
と
あ
る
の
は
、
ど
ち
ら
も
意

味
を
解
説
し
て
い
る
。
同
じ
七
行
目
の
「
烏
」
に
は
、「
か
ら
す
」
と
読
み
仮
名
を
付
け
て
い

る
。
八
行
目
の
「
み
つ
よ
つ
」
の
右
に
、「
文
体
奇
妙
に
や
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
箇
所
に
対

す
る
評
言
で
あ
る
。
九
行
目
か
ら
十
行
目
に
か
け
て
「
ま
い
て
雁
な
ど
の
つ
ら
ね
」
の
部
分

に
、「
烏
さ
へ
あ
る
に
ま
し
て
雁
は
面
白
き
と
也
」
と
い
う
傍
注
を
付
け
て
、「
ま
い
て
」
の
ニ

ュ
ア
ン
ス
を
汲
ん
だ
解
説
を
し
て
い
る
。

　

傍
注
の
場
合
、
注
を
付
け
る
ス
ペ
ー
ス
は
、
基
本
的
に
本
文
の
長
さ
に
合
わ
せ
て
書
く
の

で
、
ご
く
簡
略
に
な
る
が
、
本
文
を
読
み
つ
つ
同
時
に
す
ぐ
右
側
に
わ
か
り
や
す
い
注
が
付
い

て
い
る
の
は
、
読
者
に
と
っ
て
便
利
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
頁
の
本
文
に
は
、
会
話
文
は
な
か

っ
た
が
、『
枕
草
子
』
は
全
体
的
に
見
る
と
会
話
の
場
面
が
多
い
。
そ
の
よ
う
な
場
面
で
は
特

に
、
傍
注
ス
タ
イ
ル
が
、
主
語
を
示
す
の
に
適
し
て
い
る
。
そ
の
部
分
の
話
者
が
注
記
さ
れ
て

い
る
と
、
文
脈
が
わ
か
り
や
す
く
な
る
。
ま
た
、
会
話
場
面
に
限
ら
ず
、
登
場
人
物
が
多
い
場

合
な
ど
も
、
傍
注
に
よ
っ
て
そ
の
箇
所
の
主
体
が
明
示
さ
れ
る
の
で
、
状
況
が
わ
か
り
や
す

く
、
読
者
に
と
っ
て
、
有
益
で
あ
る
。

　

以
上
、
傍
注
の
機
能
を
ま
と
め
る
と
、
そ
の
箇
所
の
本
文
の
意
味
内
容
が
す
ぐ
理
解
で
き
る

と
い
う
こ
と
に
尽
き
よ
う
。
文
意
の
理
解
、
主
語
主
体
の
明
示
、
漢
字
の
読
み
方
。
こ
の
三
点

が
、
作
品
を
読
み
進
め
る
う
え
で
必
須
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
先
に
取
り
上
げ

た
、
頭
注
の
機
能
、
す
な
わ
ち
、
出
典
明
示
、
関
連
資
料
の
補
足
、
あ
る
程
度
の
分
量
に
わ
た

る
本
文
の
流
れ
の
把
握
な
ど
が
示
さ
れ
る
。「
本
文
・
頭
注
・
傍
注
」
を
ワ
ン
セ
ッ
ト
と
し
て

い
る
点
に
、『
春
曙
抄
』
の
読
み
や
す
さ
、
わ
か
り
や
す
さ
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
こ
の
ス
タ
イ

ル
は
、
季
吟
が
『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
で
す
で
に
採
用
し
て
い
る
の
で
、『
湖
月
抄
』
の
後
に

な
る
『
春
曙
抄
』
で
も
使
っ
て
い
る
の
は
、
当
然
か
も
し
れ
な
い
が
、『
湖
月
抄
』
以
前
の
注

釈
書
で
あ
る
『
徒
然
草
文
段
抄
』
で
は
、
こ
の
ス
タ
イ
ル
は
取
っ
て
い
な
い）

8
（

。

四　
『
春
曙
抄
』
の
注
釈
態
度

　
（
一
）　

有
職
故
実
と
歌
枕　

〜　

巻
一
の
世
界

　

北
村
季
吟
は
、『
枕
草
子
』
と
い
う
作
品
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
注
釈
を
付
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
何
を
読
者
に
伝
え
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。『
春
曙
抄
』
に
お
け
る
季
吟
の
注
釈
の

特
徴
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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『枕草子春曙抄』の注釈態度と、その影響力

　

と
こ
ろ
で
、『
枕
草
子
』
は
多
彩
な
内
容
か
ら
な
る
作
品
で
あ
り
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る

出
来
事
な
ど
も
、
時
間
の
前
後
関
係
が
、
順
不
同
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
作
品
自
体
を
ど
の

よ
う
に
把
握
す
る
か
、
難
し
い
面
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
鑑
み
て
、
類
聚
・
日
記
・
随
想
の
三

種
類
に
内
容
を
分
類
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
き
た
。
た
だ
し
、
本
稿
で
は
、
類
聚
章
段
は
い
ろ

い
ろ
な
項
目
を
列
挙
す
る
の
で
「
列
挙
章
段
」
と
呼
称
し
、
日
記
章
段
と
随
想
章
段
は
、
宮
廷

生
活
を
描
く
場
合
が
多
い
の
で
、
ま
と
め
て
「
宮
廷
章
段
」
と
命
名
し
た
。
以
後
の
論
述
の
中

で
は
、「
列
挙
章
段
」「
宮
廷
章
段
」
と
い
う
名
称
で
各
段
を
把
握
し
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
今
、
各
段
と
書
い
た
が
、『
枕
草
子
』
は
、
章
段
に
区
分
し
て
番
号
を
付
す
こ
と

が
江
戸
時
代
に
統
一
的
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
現
代
に
至
る
ま
で
、
段
の
区
切
り
方
は
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
同
じ
章
段
番
号
で
あ
っ
て
も
、
本
文
の
箇
所
は
異
な
っ
て
し
ま

う
。『
春
曙
抄
』
に
お
い
て
も
、
章
段
番
号
は
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。

　

さ
て
、『
春
曙
抄
』
で
は
、
数
多
く
の
有
職
故
実
書
に
よ
っ
て
、
注
釈
を
付
け
る
こ
と
が
顕

著
に
見
ら
れ
る
。
と
言
う
の
も
、
枕
草
子
に
は
宮
廷
生
活
に
か
か
わ
る
宮
廷
章
段
が
多
い
の

で
、
儀
式
や
し
き
た
り
、
特
有
の
言
葉
な
ど
を
説
明
す
る
語
釈
で
は
、
お
の
ず
と
有
職
故
実
書

に
よ
る
解
説
が
有
効
性
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、『
春
曙
抄
』
の
巻
一
の
冒
頭
部
に
は
、
枕
草
子
全
般
に
か
か
わ
る

「
発
端
」
が
五
丁
に
わ
た
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
清
少
納
言
と
そ
の
家
系
、
定
子

と
中
関
白
家
、
清
少
納
言
の
晩
年
、
枕
草
子
と
い
う
題
号
、
諸
本
と
尾
州
本
の
奥
書
、
尾
州
本

の
流
布
状
況
な
ど
を
記
し
た
最
後
に
、『
春
曙
抄
』
を
書
く
に
あ
た
っ
て
参
照
し
た
書
目
を
列

挙
し
て
い
る
。
そ
の
筆
頭
に
、「
禁
中
の
事
ど
も
は
、
延
喜
式
、
西
宮
抄
、
北
山
抄
、
又
、
此

の
双
紙
よ
り
後
の
書
な
が
ら
、
其
の
事
の
た
よ
り
あ
れ
ば
、
江
次
第
、
禁
秘
抄
、
雲
図
抄
、

（
以
下
略
）」
と
数
々
の
有
職
故
実
書
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
少
し
後
で
、「
名
所
は
、

歌
枕
等
あ
り
と
い
へ
ど
、
此
の
双
紙
を
よ
く
沙
汰
せ
さ
せ
給
へ
る
故
に
、
八
雲
御
抄
を
と
り
分

き
て
用
ひ
侍
り
。」
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
参
考
書
目
を
眺
め
渡
し
た
う
え
で
、
改
め
て
『
春
曙
抄
』
巻
一
を
読
ん
で
み
る

と
、
巻
一
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
枕
草
子
』
の
諸
段
は
、
ま
さ
に
、
宮
廷
と
和
歌
の
世
界
が
描

か
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。『
枕
草
子
』
に
限
ら
ず
、
古
典
文
学
は
、
複
数
の
巻
・

冊
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
場
合
が
多
い
が
、
注
釈
書
は
本
文
以
外
に
注
釈
部
分
の
分
量
も
多
く
な

る
の
で
、
巻
・
冊
も
大
部
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。『
春
曙
抄
』
も
十
二
巻
で
あ
る
。
と
な
る
と
、

各
巻
の
丁
数
も
重
要
で
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
架
蔵
の
『
春
曙
抄
』
は
十
二
巻
六
冊
で
あ
る

が
、
各
巻
各
冊
の
丁
数
は
、
ほ
ぼ
平
均
し
て
い
る
。

　

巻
一
は
、「
春
は
曙
」
か
ら
始
ま
り
、「
清
涼
殿
の
丑
寅
の
隅
の
」
ま
で
を
収
め
る
。
こ
の
巻

一
の
全
体
を
大
き
く
捉
え
れ
ば
、
前
半
が
宮
廷
章
段
、
後
半
が
列
挙
章
段
か
ら
な
り
、
列
挙
章

段
は
、「
山
は
」「
峰
は
」「
原
は
」
な
ど
と
い
う
よ
う
に
、
地
理
に
関
わ
る
。
こ
こ
で
は
こ
れ

ら
の
地
名
の
注
釈
に
よ
っ
て
、
歌
枕
が
列
挙
章
段
を
形
作
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
そ

し
て
、
巻
二
は
「
す
さ
ま
じ
き
も
の
」「
た
ゆ
ま
る
る
も
の
」
な
ど
の
「
も
の
尽
く
し
」
が
ほ

ぼ
こ
の
巻
を
構
成
し
、
巻
三
は
、「
木
の
花
は
」「
池
は
」「
節
は
」
な
ど
の
「
は
尽
く
し
」
か

ら
成
る
。
巻
四
は
、
そ
れ
以
前
の
各
巻
と
比
べ
る
と
「
あ
り
が
た
き
も
の
」「
内
の
局
は
」「
職

の
御
曹
司
に
」「
あ
ぢ
き
な
き
も
の
」
と
い
う
よ
う
に
、
各
種
の
書
き
方
が
次
々
に
現
れ
出
て

く
る
。
北
村
季
吟
は
、
各
巻
の
区
切
り
を
ど
こ
に
置
く
か
、
よ
く
考
え
て
『
春
曙
抄
』
を
十
二

巻
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
清
少
納
言
の
筆
の
流
れ
の
緩
急
や
、
視
点
の
変
化
が
見
渡
し
や
す
い

各
巻
の
構
成
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
巻
一
が
内
包
す
る
世
界
を
大
き
く
把
握
す
れ
ば
、
前
半
が
宮
廷
章
段
、
後
半
が

歌
枕
と
関
連
が
深
い
列
挙
章
段
で
あ
る
こ
と
は
、『
枕
草
子
』
の
基
盤
が
、
宮
廷
と
和
歌
と
い

う
二
つ
の
要
素
か
ら
な
る
こ
と
を
お
の
ず
か
ら
示
し
て
い
る
。
季
吟
は
、
成
立
が
『
枕
草
子
』

の
後
で
あ
っ
て
も
、『
八
雲
御
抄
』
が
『
枕
草
子
』
の
こ
と
を
よ
く
引
用
し
て
い
る
事
な
ど
に

鑑
み
て
、
歌
枕
に
関
す
る
段
は
『
八
雲
御
抄
』
を
特
に
活
用
し
た
と
明
記
し
て
い
る
。

　

季
吟
に
と
っ
て
『
春
曙
抄
』
は
、
数
々
の
古
典
注
釈
を
行
っ
て
き
た
自
分
自
身
の
経
験
の
蓄

積
の
う
え
に
立
つ
も
の
で
あ
り
、『
枕
草
子
』
の
注
釈
書
を
書
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

単
に
そ
れ
以
前
に
『
徒
然
草
文
段
抄
』『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
を
刊
行
し
て
い
た
こ
と
に
と
ど

ま
ら
ず
、
す
で
に
三
十
年
近
く
前
に
、
歳
時
記
『
山
之
井
』
や
俳
書
『
師
走
の
月
夜
』
を
二
十

代
の
前
半
か
ら
半
ば
過
ぎ
に
か
け
て
、
執
筆
し
て
い
た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
季
吟
は
、『
春
曙
抄
』
の
総
論
解
説
で
、
先
ほ
ど
引
用
し
た
参
照
書
目
の
直
前

に
、「
此
の
草
紙
に
、
中
古
に
季
経
の
抄
十
冊
あ
り
と
聞
き
伝
へ
侍
れ
と
、
い
ま
だ
見
侍
ら
ず
。

只
、
多
年
此
草
紙
を
よ
み
て
、
心
に
会
す
る
事
あ
れ
ば
、
食
を
も
忘
れ
て
、
か
き
く
は
へ
お
き

侍
り
し
。」
と
述
べ
て
い
る
。

　
『
春
曙
抄
』
跋
文
の
わ
ず
か
二
箇
月
前
の
延
宝
二
年
五
月
に
、
加
藤
盤
齋
が
『
清
少
納
言
枕

草
子
抄
』
十
五
巻
を
刊
行
し
た
。「
多
年
此
草
紙
を
よ
み
て
」
と
い
う
一
言
に
は
、
自
分
こ
そ
、

『
枕
草
子
』
を
早
く
か
ら
読
み
込
ん
で
き
た
し
、
気
づ
い
た
こ
と
、
そ
れ
は
語
句
の
出
典
や
、

文
脈
・
構
成
な
ど
に
関
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
ろ
う
が
、
手
元
の
『
枕
草
子
』
に
書
き
加
え
て
き

た
の
だ
と
自
ら
述
べ
て
い
る
こ
と
に
従
う
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
言
葉
は
そ
の
ま
ま
、『
春
曙
抄
』

前
史
と
し
て
の
、
自
己
の
『
枕
草
子
』
研
究
の
蓄
積
を
明
示
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。

　
『
山
之
井
』（
四
巻
本
）
を
、
数
え
で
二
十
三
歳
の
年
の
冬
至
に
完
成
さ
せ
、
そ
れ
か
ら
一
年

余
り
後
の
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
正
月
に
は
、
五
巻
本
と
し
て
刊
行
し
た
季
吟
の
誇
り
も
あ

ろ
う
。『
山
之
井
』
は
、
俳
諧
歳
時
記
と
句
日
記
か
ら
な
る
俳
諧
学
習
書
で
あ
る
。
そ
こ
に

『
枕
草
子
』
と
い
う
書
名
は
見
え
な
い
が
、
季
語
を
挙
げ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
説
明
文
を
付
け
て
い
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島　内　裕　子

る
文
体
が
、『
源
氏
物
語
』
に
あ
ら
ず
、『
徒
然
草
』
に
も
あ
ら
ぬ
文
体
で
、
一
番
近
い
の
が

『
枕
草
子
』
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
慶
安
二
年
に
は
そ
の
名
も
『
枕
草
子
』
ゆ
か
り
の

『
師
走
の
月
夜
』（『
独
琴
』）
を
書
い
た
。『
師
走
の
月
夜
』
は
、
俳
諧
の
学
習
書
で
あ
る
と
同

時
に
『
枕
草
子
』
的
な
散
文
と
句
か
ら
な
る
句
日
記
も
含
む
。
季
吟
の
中
で
、
こ
の
頃
は
あ
く

ま
で
も
俳
諧
が
中
心
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
最
初
期
か
ら
、
季
吟
の
和
文
執
筆
に
、『
枕
草

子
』
が
大
き
な
存
在
感
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
ち
な
み
に
こ
の
慶
安
二
年
は
、

『
枕
草
子
』
の
刊
本
が
出
版
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
、
こ
の
「
慶
安
刊
本
」（
七
冊
）
は
、
広
く
流

布
し
て
、『
枕
草
子
』
の
注
釈
書
類
の
底
本
と
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
『
師
走
の
月
夜
』
の
奥
書
に
は
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
と
書
か
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
が
実
際
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
二
十
五
年
も
後
の
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
で
あ
る
の
が

不
審
で
あ
る
が
、
延
宝
二
年
五
月
刊
行
の
加
藤
盤
齋
の
『
清
少
納
言
枕
草
子
抄
』
に
対
抗
し
つ

つ
、
既
に
出
発
点
と
し
て
、
二
十
数
年
前
か
ら
の
枕
草
子
体
験
を
、
こ
の
時
期
に
提
示
す
る
も

の
と
し
て
、『
師
走
の
月
夜
』
を
出
版
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
も
と
も
と
の

題
は
『
独
琴
』
だ
っ
た
の
を
、
出
版
に
際
し
て
『
師
走
の
月
夜
』
と
し
た
の
は
、
や
は
り
こ
の

言
葉
に
よ
っ
て
、『
枕
草
子
』
を
強
く
印
象
付
け
る
ね
ら
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
『
春
曙
抄
』
の
跋
文
は
、
盤
齋
に
わ
ず
か
に
遅
れ
る
こ
と
二
箇
月
の
延
宝
二
年
七
月
で
あ
る
。

こ
の
時
、
ほ
ぼ
同
時
に
『
師
走
の
月
夜
』
も
刊
行
し
た
こ
と
は
、
そ
の
奥
書
に
慶
安
二
年
と
あ

る
こ
と
が
、
何
よ
り
自
ら
の
「
枕
草
子
歴
」
を
明
示
す
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
季
吟
の
「
枕
草
子
歴
」
の
長
さ
を
勘
案
し
つ
つ
、『
春
曙
抄
』
の
巻

一
を
読
む
と
、「
山
は
」「
川
は
」
な
ど
の
列
挙
章
段
が
、
こ
の
あ
た
り
す
べ
て
地
理
に
関
わ
る

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
注
を
主
と
し
て
『
八
雲
御
抄
』
に
よ
っ
た
と
す
る
の
も
、『
山
之
井
』

の
執
筆
体
験
か
ら
、『
八
雲
御
抄
』
そ
の
書
の
意
義
を
認
識
し
た
こ
と
か
ら
来
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。

　

さ
ら
に
季
吟
に
は
俳
書
『
増
山
井
』（
寛
文
三
年
・
一
六
六
三
）
が
あ
る
。『
山
之
井
』
の
季

語
解
説
文
は
、
か
な
り
自
由
な
書
き
方
で
随
筆
性
も
含
ん
で
い
る
が
、『
増
山
井
』
の
季
語
解

説
は
、
格
段
に
文
章
を
刈
り
込
み
、
辞
書
的
な
短
文
に
な
っ
て
い
る
。
と
同
時
に
典
拠
と
な
る

書
名
を
挙
げ
て
、
記
述
に
学
問
的
信
頼
感
を
強
く
漂
わ
せ
て
い
る
。『
山
之
井
』
と
比
べ
て

『
増
山
井
』
に
は
、
和
学
者
と
し
て
の
成
熟
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
『
増
山
井
』
に
は
、『
枕
草

子
』
の
書
名
も
登
場
す
る
。「
増
山
井
四
季
之
詞　

上
」
は
春
か
ら
始
ま
る
が
、
春
の
詞
は
、

正
月
・
四
方
拝
・
歯
固
…
…
と
続
く
。
そ
の
「
歯
固
」
の
説
明
文
を
挙
げ
て
、『
増
山
井
』
の

記
述
ス
タ
イ
ル
を
紹
介
し
、
併
せ
て
こ
こ
に
『
枕
草
子
』
か
ら
の
引
用
が
出
て
く
る
の
を
見
て

み
よ
う
。

　
　

歯ハ
ガ
タ
メ固　

 　
　

も
ち
ゐ
か
ゞ
み
。
鏡
餅
、
俳
。
大
根
い
は
ふ
、
同
。
ゆ
づ
り
は
。
歯
朶
、

俳
。
う
ら
じ
ろ
、
同
。
お
や
こ
草
。

世
諺
問
答
ニ
云
ク
、
は
が
た
め
と
い
ひ
て
も
ち
ゐ
か
ゝ
み
に
む
か
ふ
事
は
、
い
か

な
る
ゆ
へ
ぞ
や
。
答
、
人
は
歯
を
以
て
命
と
す
る
故
、
は
と
い
ふ
字
を
よ
は
ひ
共

よ
む
也
。
歯
固
は
よ
は
ひ
か
た
む
る
心
也
云
々
。
在
家
の
鏡
餅
に
も
、
し
だ
ゆ
づ

り
は
を
し
き
侍
る
に
、
清
少
納
言
枕
紙
子
に
、
ゆ
づ
り
は
の
事
を
い
ふ
と
て
又
よ

は
ひ
の
ぶ
る
は
が
た
め
の
ぐ
に
し
て
つ
か
ひ
た
ン
め
る
と
云
々
。
一
名
を
お
や
こ

草
と
云
よ
し
蔵
玉
集
に
あ
り
。
あ
る
は
し
だ
を
お
や
こ
草
と
云
と
も
い
へ
り
。
う

ら
じ
ろ
、
し
だ
の
事
也
。
又
は
が
た
め
の
具
に
大
根
を
も
ち
ゆ
る
事
、
河
海
抄
に

見
え
た
り
。
其
故
に
や
、
一
名
を
か
ゞ
み
草
と
い
ふ
よ
し
蔵
玉
集
に
あ
り）
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ま
ず
季
語
を
挙
げ
て
、
そ
の
季
語
の
類
語
を
列
挙
す
る
。
そ
の
後
、
解
説
文
を
書
く
。
季
語

の
中
で
も
、
有
職
故
実
に
関
す
る
語
の
解
説
は
か
な
り
詳
し
く
、
各
種
の
典
拠
を
示
し
て
、
そ

こ
か
ら
の
引
用
も
豊
富
で
あ
る
。『
増
山
井
』
に
お
い
て
は
、
特
に
宮
中
行
事
は
、
有
職
故
実

書
や
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
、
歌
学
書
・
俳
書
な
ど
を
引
用
し
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
て
い
る
。『
増
山
井
』
は
俳
諧
を
学
ぶ
人
々
の
た
め
の
用
語
解
説
集
で
あ
る
が
、『
山
之
井
』

が
、
用
語
解
説
と
例
句
か
ら
な
る
の
と
異
な
り
、
例
句
は
挙
げ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
『
増

山
井
』
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
有
職
故
実
観
が
よ
く
現
れ
た
書
物
に
な
っ
て
い
る
と
同
時
に
、

季
節
順
に
配
列
さ
れ
た
古
典
文
学
用
語
辞
典
と
し
て
の
機
能
も
有
す
る
。

　
『
増
山
井
』
全
体
で
最
も
頻
繁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一
条
兼
良
が
著
し
た
有
職
故
実

書
『
公
事
根
源
』
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、『
山
之
井
』
で
は
引
用
書
目
が
書
か
れ
て
お
ら
ず
、

季
語
の
説
明
は
、
和
文
で
あ
る
。
今
挙
げ
た
『
増
山
井
』
の
「
歯
固
」
の
項
で
、「
清
少
納
言

枕
紙
子
」
の
名
前
を
挙
げ
て
、
原
文
か
ら
「
又
齢
延
ぶ
る
歯
固
の
具
に
し
て
使
ひ
た
ン
め
る
」

と
い
う
箇
所
を
引
用
し
て
い
る
。
な
お
、「
俳
」
と
あ
る
の
は
「
俳
言
」
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ゆ
づ
り
葉
を
飾
る
の
は
年
末
の
行
事
で
も
あ
る
の
で
、「
増
山
井
四
季
之
詞　

下
」
の
末
尾

近
く
に
位
置
す
る
「
玉
祭
り
」
の
項
で
、
再
び
枕
草
子
か
ら
の
引
用
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
徒
然

草
の
一
節
も
典
拠
と
し
て
出
て
く
る
。

　
　

玉
祭
り　

 　
　

つ
れ
〳
〵
草
に
、
な
き
人
の
く
る
夜
と
て
玉
ま
つ
る
云
々
。
枕
草
紙
に
、

ゆ
つ
り
葉
を
な
き
人
の
く
ひ
物
に
し
く
と
い
へ
る
な
ど
、
み
な
歳
の
終
の
玉
ま

つ
り
也
。
報
恩
経
に
、
十
二
月
晦
日
の
午
時
来
り
て
、
正
月
一
日
卯
時
に
帰
る

云
々
。
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『枕草子春曙抄』の注釈態度と、その影響力

　

一
年
の
季
語
の
、
最
初
と
最
後
の
部
分
に
位
置
す
る
説
明
文
に
、『
枕
草
子
』
や
『
徒
然
草
』

が
引
用
さ
れ
て
い
た
の
は
、
そ
れ
だ
け
、『
枕
草
子
』
と
『
徒
然
草
』
が
、
季
節
感
に
満
ち
た

作
品
で
あ
る
こ
と
の
証
し
で
も
あ
ろ
う
。

　

な
お
、『
枕
草
子
』
の
注
釈
書
に
『
源
氏
物
語
』
が
出
て
く
る
の
は
、
意
外
な
よ
う
で
も
あ

る
が
、『
徒
然
草
文
段
抄
』
で
も
、『
源
氏
物
語
』
を
引
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
季

吟
に
と
っ
て
は
、
馴
れ
親
し
ん
だ
注
釈
ス
タ
イ
ル
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
江
戸

時
代
に
お
け
る
古
典
注
釈
書
の
嚆
矢
と
な
っ
た
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』（
一
六
〇
四
年
）
に
お

い
て
、『
徒
然
草
』
の
語
釈
を
、『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
や
『
八
雲
御
抄
』
に
よ
っ
て
付
け
る

こ
と
は
行
わ
れ
て
い
た）

10
（

。

　
（
二
）　

教
誡
を
読
み
取
る　
　

　

北
村
季
吟
は
、
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
に
『
春
曙
抄
』
を
完
成
さ
せ
た
。
残
念
な
が
ら

『
春
曙
抄
』
の
刊
行
時
期
が
不
明
で
、
刊
記
を
持
つ
も
の
と
し
て
現
在
知
ら
れ
て
い
る
の
は
享

保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
版
が
も
っ
と
も
古
い
。
け
れ
ど
も
、『
春
曙
抄
』
成
立
を
挟
ん
で
、

『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
の
成
立
・
刊
行
が
あ
っ
た
し
、『
徒
然
草
文
段
抄
』
の
刊
行
は
寛
文
七
年

（
一
六
六
七
）
で
あ
る
。
季
吟
五
十
代
の
初
め
で
あ
る
。
季
吟
は
こ
の
後
、
三
十
年
を
生
き
て
、

宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
数
え
で
八
十
二
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
辞
世
の
歌
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
次
の
和
歌
に
も
、
彼
の
八
十
二
年
間
の
時
間
の
豊
か
さ
が
満
ち
て
お
り
、
む
し
ろ
こ
の
よ
う

な
辞
世
歌
は
珍
し
い
。

　
　

花
も
見
つ
時
鳥
を
も
待
ち
出
で
つ
こ
の
世
後
の
世
思
ふ
こ
と
な
き

　

季
吟
は
五
十
一
歳
か
ら
五
十
二
歳
に
か
け
て
、『
源
氏
物
語
』
と
『
枕
草
子
』
の
、
双
方
の

注
釈
書
を
一
気
に
世
出
し
た
。
そ
の
十
五
年
後
、
季
吟
は
幕
府
に
召
さ
れ
て
江
戸
に
出
た
。
そ

れ
か
ら
の
十
五
年
間
を
季
吟
は
「
幕
府
歌
学
方
」
と
し
て
古
典
の
最
高
権
威
の
地
位
に
あ
り
、

息
子
や
孫
と
と
も
に
北
村
家
の
古
典
学
を
伝
え
た
。
そ
の
よ
う
な
人
生
を
辿
っ
た
古
典
学
者
で

あ
る
季
吟
は
、『
春
曙
抄
』
の
注
釈
に
ふ
と
、
自
ら
の
人
生
観
を
彷
彿
さ
せ
る
よ
う
な
思
い
を

「
愚
按
」
と
し
て
、
紛
れ
込
ま
せ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
か
ら
、
具
体
的
に
い
く
つ
か
取
り
挙

げ
て
、
季
吟
の
注
釈
態
度
を
垣
間
見
て
み
た
い
。

　

す
ぐ
れ
た
注
釈
書
と
は
単
に
博
覧
強
記
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
人
生
そ
の
も
の
に

対
す
る
自
分
自
身
の
見
方
や
価
値
観
、
ひ
い
て
は
自
分
の
生
き
方
の
反
映
が
お
の
ず
と
現
れ
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
注
釈
書
を
書
く
ほ
ど
あ
る
作
品
の
全
貌
に
深
く
沈
潜
し
た
な
ら
ば
、
そ
こ
に

描
か
れ
た
世
界
は
、
も
は
や
自
分
自
身
の
生
き
方
と
分
か
ち
が
た
く
、
生
成
し
て
ゆ
く
。
そ
の

プ
ロ
セ
ス
こ
そ
が
、
注
釈
作
業
で
あ
ろ
う
。

　

徒
然
草
の
注
釈
書
『
野
槌
』
を
著
し
た
林
羅
山
は
、
徳
川
家
康
没
後
に
訪
れ
た
沈
潜
の
時
期

に
、『
徒
然
草
』
の
注
釈
書
を
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
の
姿
を
映
し
出
す
鏡
と

し
て
の
『
徒
然
草
』
を
見
出
し
、『
徒
然
草
』
第
二
百
十
一
段
の
、「
よ
ろ
づ
の
こ
と
は
頼
む
べ

か
ら
ず
」
と
い
う
名
句
の
意
味
を
感
得
し
た
の
だ
っ
た）
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。

　

北
村
季
吟
は
、『
春
曙
抄
』
の
注
釈
の
中
で
、
時
に
、
読
者
へ
と
も
、
自
分
自
身
へ
と
も
つ

か
ぬ
よ
う
な
一
言
を
書
く
。
た
と
え
ば
、
巻
一
の
「
に
く
き
も
の　

急
ぐ
事
あ
る
折
に
、
長
言

す
る
客
人
。」
と
始
ま
る
段
の
最
初
の
頭
注
は
、「
に
く
き
物
」
と
切
り
出
し
て
、
次
の
よ
う
に

書
く
。「
こ
の
一
段
清
少
の
筆
に
ま
か
せ
た
る
す
さ
び
な
が
ら
、
自
他
の
心
づ
か
ひ
に
な
る
べ

き
事
お
ほ
し
。
心
を
つ
け
て
見
侍
る
べ
し
。」
と
言
う
の
で
あ
る
。
又
、
こ
の
段
の
後
の
方
で

「
物
う
ら
や
み
し
、
身
の
上
歎
き
、
人
の
上
言
ひ
、
露
ば
か
り
の
事
も
ゆ
か
し
が
り
…
…
」
と

始
ま
る
部
分
が
あ
る
。
そ
の
最
初
の
「
物
う
ら
や
み
し
」
に
傍
注
を
付
け
て
、「
此
の
一
章
、

実
に
人
の
思
ふ
べ
き
所
也
」
と
書
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
と
し
て
の
あ
る
べ
き
心
遣
い
に
注

目
し
て
、「
心
を
つ
け
て
見
る
べ
し
」「
人
の
思
ふ
べ
き
所
也
」
と
注
意
を
喚
起
す
る
の
で
あ

る
。

　

巻
一
に
は
、「
文
こ
と
ば
な
め
き
人
こ
そ
、
い
と
ど
に
く
け
れ
。」
と
始
ま
る
段
が
あ
る
。
こ

の
段
前
後
に
は
、「
憎
き
も
の
」
の
列
挙
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
こ
こ
は
手
紙
の
文
章

が
無
礼
な
の
は
憎
ら
し
い
と
書
い
て
い
る
部
分
で
あ
る
。「
さ
る
ま
じ
き
人
の
も
と
へ
」
と
い

う
本
文
を
切
り
出
し
て
、
次
の
よ
う
な
頭
注
を
付
け
て
い
る
。

　

さ
や
う
に
尊
敬
す
ま
じ
き
人
へ
、
あ
ま
り
慇
懃
な
る
文
詞
も
尤
わ
ろ
け
れ
ど
、
先
、
世

を
な
い
が
し
ろ
に
、
書
き
な
し
た
る
こ
そ
、
我
か
た
へ
得
た
る
に
、
に
く
き
は
こ
と
は

り
、
猶
、
人
の
も
と
へ
、
人
の
や
り
た
る
文
の
詞
に
て
も
、
な
め
き
は
に
く
く
こ
そ
あ
れ

と
也
。
よ
く
心
を
つ
け
て
見
る
べ
し
。

　
　

こ
の
部
分
に
対
応
す
る
本
文
は
「
さ
る
ま
じ
き
人
の
許
に
、
あ
ま
り
畏
り
た
る
も
、
げ
に

わ
ろ
き
事
ぞ
。
さ
れ
ど
、
我
が
得
た
ら
む
は
こ
と
わ
り
、
人
の
許
な
る
さ
へ
、（
文
こ
と
ば
が

無
礼
な
の
は
）
に
く
く
こ
そ
あ
れ
。」
で
あ
る
の
で
、
こ
の
部
分
を
頭
注
で
か
な
り
詳
し
く
、

逐
語
訳
と
も
言
え
る
書
き
方
で
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、「
よ
く
心
を
つ
け
て
見
る
べ

し
」、
つ
ま
り
、
手
紙
の
文
章
は
、
相
手
に
失
礼
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
十
分
に
気
を
つ
け
て

書
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
、
季
吟
自
身
の
言
葉
を
添
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

巻
四
の
頭
注
に
も
、
季
吟
の
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
段
は
、
宮
廷
人
の
振
る
舞
い
の

良
し
悪
し
に
つ
い
て
述
べ
た
段
で
、
所
得
顔
に
振
る
舞
う
男
性
貴
族
た
ち
に
対
し
て
清
少
納
言
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が
、「
う
け
ば
り
て
」
と
い
う
詞
で
批
判
し
て
い
る
箇
所
を
捉
え
て
、
季
吟
は
「
此
双
紙
の
心

は
、
さ
や
う
に
我
は
顔
に
は
え
た
て
ら
れ
ず
、
少
し
そ
ば
め
ゐ
た
る
さ
ま
也
」
と
評
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
季
吟
は
『
枕
草
子
』
に
顕
著
な
、
鋭
い
人
間
観
察
は
、
対
象
か
ら
少
し
離
れ

て
、
傍
観
者
の
立
場
で
見
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
来
て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
距
離
感
を
持
っ
て
外
界
と
接
す
る
態
度
は
、『
徒
然
草
』
の
第
百
三
十
七
段
に
あ
る

「
万
の
こ
と
、
余
所
な
が
ら
見
る
」
と
い
う
兼
好
の
態
度
と
も
通
底
す
る
も
の
で
あ
り
、
あ
る

い
は
『
徒
然
草
』
経
由
で
、
対
象
と
距
離
を
置
く
姿
勢
を
、『
枕
草
子
』
の
中
に
読
み
取
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ら
の
例
か
ら
も
、
北
村
季
吟
は
『
枕
草
子
』
に
、
清
少
納
言
の
人
間
観
や
心
遣
い
や
振

る
舞
い
へ
の
関
心
に
注
目
し
て
、
こ
の
作
品
か
ら
、
今
を
生
き
る
現
実
社
会
の
中
で
の
人
間
の

あ
り
か
た
を
提
示
す
る
文
学
と
し
て
の
一
面
を
読
み
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
一
言
で
言
え

ば
「
教
訓
読
み
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
『
徒
然
草
』
を
読
ん
で
感
じ
る
人
生
の
あ
り
方
と
も
通
底

す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
こ
れ
ら
は
、
単
に
教
訓
的
な
態
度
を
文
学
作
品
の
中
か
ら
抽
出

す
る
「
教
訓
読
み
」
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
読
み
方
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
こ
そ

が
人
間
が
文
学
に
求
め
る
姿
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

季
吟
よ
り
も
、
ず
っ
と
早
く
、
鎌
倉
時
代
に
ま
と
め
ら
れ
た
『
十
訓
抄
』
は
、
教
訓
説
話
集

で
あ
る
が
、
そ
こ
に
清
少
納
言
の
こ
と
が
出
て
く
る
。「
第
七　

思
慮
を
専
ら
に
す
べ
き
事
」

の
三
十
一
話
に
、「
清
少
納
言
の
『
枕
草
子
』
と
い
ふ
も
の
に
い
へ
る
は
」
と
い
う
書
き
出
し

で
、
あ
る
男
性
が
女
性
の
も
と
を
訪
れ
て
夜
も
更
け
て
く
る
と
、
そ
の
男
の
従
者
が
早
く
帰
り

た
が
っ
て
、「
夜
の
更
け
た
る
。
雨
の
降
り
げ
な
」
な
ど
と
聞
こ
え
よ
が
し
に
つ
ぶ
や
く
の
は
、

そ
の
従
者
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
主
人
の
男
性
に
も
が
っ
か
り
さ
せ
ら
れ
る
と
、
清
少
納
言
が

書
い
て
い
る
の
は
、「
げ
に
こ
と
わ
り
な
れ
」
つ
ま
り
、
ま
こ
と
に
も
っ
と
も
だ
と
共
感
し
て

い
る
。『
春
曙
抄
』
の
巻
三
に
出
て
い
る
話
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
日
常
生
活
の
中
で
の
振
る

舞
い
の
良
し
悪
し
を
問
題
に
す
る
段
が
、
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
、
し
か
も
『
十
訓
抄
』
で
は
清

少
納
言
の
名
前
も
出
し
て
、
そ
の
考
え
に
共
感
を
示
し
て
い
る
の
は
、『
枕
草
子
』
と
い
う
作

品
に
作
者
で
あ
る
清
少
納
言
の
人
間
性
の
反
映
を
見
る
点
で
、
季
吟
の
読
み
方
と
重
な
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
清
少
納
言
の
個
性
が
、『
枕
草
子
』
の
魅
力
を
形
作
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、『
春
曙
抄
』
に
お
け
る
注
釈
態
度
を
考
察
し
た
。
注
釈
研
究
は
、
そ
も
そ
も
は
語
釈

や
文
脈
の
読
解
か
ら
成
り
立
つ
が
、
そ
の
中
に
、
時
と
し
て
注
釈
者
の
意
見
や
感
想
が
出
て
く

る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
が
注
釈
書
の
思
い
が
け
ぬ
魅
力
に
も
な
る
。
そ
し
て
、「
今
」
こ
こ
に

あ
る
現
実
と
し
て
の
日
常
生
活
の
振
る
舞
い
や
心
懸
け
は
、『
枕
草
子
』
に
お
い
て
は
、
具
体

的
・
日
常
的
な
振
る
舞
い
や
心
懸
け
へ
の
価
値
判
断
と
し
て
明
確
に
立
ち
顕
れ
、
そ
れ
を
季
吟

が
キ
ャ
ッ
チ
す
る
。
そ
し
て
季
吟
が
今
度
は
、
読
者
に
向
か
っ
て
素
早
く
手
渡
す
。
そ
の
よ
う

な
清
少
納
言
・
北
村
季
吟
・
読
者
と
い
う
緊
密
な
伝
達
シ
ス
テ
ム
が
『
春
曙
抄
』
と
い
う
注
釈

書
で
あ
り
、
そ
れ
は
啓
蒙
性
と
か
、
教
誡
性
・
教
訓
性
と
い
う
よ
り
も
、
今
を
ど
う
生
き
る
か

と
い
う
、
人
間
本
来
の
生
き
生
き
と
し
た
精
神
運
動
の
連
環
と
し
て
、
命
脈
を
保
ち
続
け
て
い

る
。
そ
れ
が
『
枕
草
子
』
の
生
命
力
で
あ
り
、
そ
の
枕
草
子
を
誰
も
が
読
め
る
本
と
し
て
提
供

し
た
『
春
曙
抄
』
の
意
義
は
大
き
い
。

五　
『
春
曙
抄
』
の
影
響
力

　
（
一
）　

蕪
村
と
『
春
曙
抄
』

　
『
春
曙
抄
』
の
注
釈
態
度
を
見
て
き
た
が
、
次
に
、
江
戸
時
代
か
ら
近
代
ま
で
広
く
流
布
し

た
『
春
曙
抄
』
の
影
響
力
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。
尾
形
仂
校
注
『
蕪
村
俳
句
集
』（
岩
波
文

庫
）
か
ら
、『
春
曙
抄
』
や
『
枕
草
子
』
に
か
か
わ
る
句
を
挙
げ
て
、
内
容
別
に
分
け
て
並
べ

て
み
た
。

　

冒
頭
に
、『
春
曙
抄
』
の
書
名
を
織
り
込
ん
だ
句
を
掲
げ
た
。
二
句
目
か
ら
六
句
目
ま
で
は
、

『
枕
草
子
』
を
詠
ん
だ
こ
と
が
明
ら
か
な
句
で
あ
る
。
七
句
目
か
ら
十
二
句
目
ま
で
は
蓑
虫
を

詠
ん
だ
句
で
あ
る
が
、『
枕
草
子
』
と
直
接
に
関
わ
る
の
は
「
鳴
く
」
と
い
う
言
葉
を
含
む
も

の
に
限
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
蕪
村
に
蓑
虫
の
句
が
多
い
こ
と
自
体
に
、『
枕
草

子
』
と
の
関
連
性
を
感
じ
る
。

・
春
風
の
つ
ま
か
へ
し
た
り
春
曙
抄

・
曙
の
む
ら
さ
き
の
幕
や
春
の
風

・
木
の
は
し
の
坊
主
の
は
し
や
は
ち
た
ゝ
き

・
み
じ
か
夜
を
眠
ら
で
も
る
や
翁
丸

・
春
雨
に
下
駄
買
泊
瀬
の
法
師
か
な

・
関
の
戸
に
水
鶏
の
そ
ら
音
な
か
り
け
り

・
み
の
む
し
や
秋
ひ
だ
る
し
と
鳴
く
な
め
り

・
子
鼠
の
ち
ゝ
よ
と
啼
く
や
夜
半
の
月

・
み
の
む
し
の
得
た
り
か
し
こ
し
初
時
雨

・
み
の
む
し
は
ち
ゝ
と
も
啼
く
を
か
た
つ
ぶ
り

・
み
の
虫
や
笠
置
の
寺
の
麁
朶
の
中

・
み
の
む
し
の
ぶ
ら
と
世
に
ふ
る
時
雨
哉
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『枕草子春曙抄』の注釈態度と、その影響力

　

蕪
村
の
句
で
は
、
何
よ
り
『
春
曙
抄
』
と
い
う
書
名
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。

そ
の
他
に
『
枕
草
子
』
と
関
わ
る
句
は
、
十
一
句
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
句
の
背
景
の
す
べ
て
に

『
春
曙
抄
』
が
あ
る
と
い
う
確
証
は
な
い
が
、
下
駄
を
買
う
泊
瀬
（
長
谷
寺
）
の
僧
を
詠
ん
だ

句
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
蕪
村
が
『
枕
草
子
』
を
詠
ん
だ
の
は
、
や
は
り
『
春
曙
抄
』
の
読

書
体
験
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
と
い
う
の
も
、
現
在
刊
行
さ
れ
て
い
る
ほ
と
ん

ど
の
『
枕
草
子
』
が
「
三
巻
本
系
」
を
底
本
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
長
谷
の
僧
の
話
は
「
三
巻

本
系
」
の
『
枕
草
子
』
に
は
入
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、『
春
曙
抄
』
に

は
入
っ
て
い
る
。

　

古
典
を
詠
ん
だ
蕪
村
の
句
と
し
て
は
、『
徒
然
草
』
と
『
源
氏
物
語
』
を
詠
み
込
む
方
が
ず

っ
と
多
く
、『
枕
草
子
』
を
詠
む
の
も
、
蕪
村
に
お
け
る
古
典
詠
の
一
環
な
の
か
も
し
れ
な
い

が
、『
枕
草
子
』
詠
に
は
独
自
の
哀
感
・
哀
愁
が
漂
う
と
こ
ろ
に
特
徴
を
感
じ
る
。「
春
風
の
」

「
曙
の
」
の
両
句
は
、
美
し
い
色
彩
感
に
満
ち
て
い
る
が
、「
木
の
は
し
の
」「
翁
丸
」「
泊
瀬
の

法
師
」、
そ
し
て
一
連
の
蓑
虫
詠
も
、
一
筋
の
哀
愁
が
漂
う
。
そ
れ
は
あ
る
い
は
、『
枕
草
子
』

自
体
の
奥
深
い
と
こ
ろ
に
流
れ
る
悲
哀
感
を
蕪
村
が
感
じ
取
っ
た
こ
と
の
反
映
で
あ
ろ
う
か
。

明
治
時
代
の
文
学
者
樋
口
一
葉
も
、
清
少
納
言
に
「
野
辺
の
捨
て
子
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
感
じ
取

っ
て
、
み
ず
か
ら
の
寄
る
辺
な
さ
を
重
ね
て
い
る）

12
（

。

　
（
二
）　
『
枕
草
子
』
の
翻
訳
と
『
春
曙
抄
』

　

近
代
に
な
る
と
、
日
本
文
学
の
翻
訳
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、『
枕
草
子
』
の
翻
訳
も
各

種
、
出
版
さ
れ
た
。
一
八
九
九
年
の
ア
ス
ト
ン
に
よ
る
『
日
本
文
学
史
』（
英
語
）、
一
九
〇
九

年
の
フ
ロ
ー
レ
ン
ツ
に
よ
る
『
日
本
文
学
史
』（
ド
イ
ツ
語
）、
一
九
一
〇
年
の
ル
ヴ
ォ
ン
に
よ

る
『
日
本
文
学
詞
華
集
』（
フ
ラ
ン
ス
語
）
に
よ
っ
て
、
古
代
か
ら
近
代
ま
で
の
日
本
文
学
が
、

世
界
に
紹
介
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
本
に
は
、
日
本
文
学
の
概
説
だ
け
で
な
く
、
作
品
の
一
部
が

翻
訳
さ
れ
て
い
る
の
で
、
日
本
文
学
が
世
界
文
学
と
し
て
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ル
ヴ
ォ

ン
は
、
北
村
季
吟
の
『
春
曙
抄
』
を
詠
ん
だ
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
そ
の
ル
ヴ
ォ
ン
の
『
日

本
文
学
詞
華
集
』
を
読
ん
だ
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
・
劇
作
家
の
ク
ロ
ー
デ
ル
は
、「
日
本
文
学
小

史
」
と
い
う
講
演
録
の
中
で
、『
源
氏
物
語
』
に
は
触
れ
て
い
な
い
が
、『
枕
草
子
』
に
は
触
れ

て
い
る
。

　

そ
の
後
、
ア
ー
サ
ー
・
ウ
エ
ー
リ
は
、『
枕
草
子
』
の
英
訳
『T

he Pillow
-B
ook of Sei 

Sho －nagon

』
を
、
一
九
二
八
年
に
刊
行
し
た
。
あ
た
か
も
、
一
九
二
五
年
か
ら
一
九
三
三
年

ま
で
、『
源
氏
物
語
』
の
英
訳
を
刊
行
し
て
い
る
最
中
で
あ
っ
た
。
北
村
季
吟
も
『
源
氏
物
語

湖
月
抄
』
の
成
立
・
刊
行
の
間
の
時
期
に
、『
春
曙
抄
』
を
ま
と
め
て
い
る
の
で
、
不
思
議
な

暗
合
で
あ
る
。　

　

こ
の
ウ
エ
ー
リ
英
訳
『
枕
草
子
』
は
、
独
自
の
構
成
に
よ
っ
て
、『
枕
草
子
』
の
内
容
が
並

べ
替
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、『
枕
草
子
』
か
ら
主
と
し
て
年
代
が
知
ら
れ
て
い
る
宮
廷
章

段
を
、
古
い
順
に
並
べ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
初
の
方
に
、
清
少
納
言
が
中

宮
定
子
に
仕
え
た
頃
の
話
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
配
列
構
成
と
あ
る
い
は
か
か
わ
る

享
受
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
が
、
吉
田
健
一
の
長
編
評
論
『
昔
話
』
に
書
か
れ
て
い
る
清

少
納
言
と
大
納
言
藤
原
伊
周
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
自
体
は
、『
春
曙

抄
』
で
言
え
ば
、
後
半
の
「
宮
に
初
め
て
参
り
た
る
頃
」
に
書
か
れ
て
い
る
。
清
少
納
言
が
中

宮
定
子
に
初
め
て
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
て
、
皆
が
集
ま
っ
て
い
る
定
子
の
御
前
近
く
に
出
ら
れ

ず
、
後
ろ
の
方
に
控
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
伊
周
が
清
少
納
言
の
傍
に
来
て
話
し
掛
け
た
り
す
る

の
で
、
清
少
納
言
が
恥
ず
か
し
が
っ
て
扇
で
顔
を
隠
し
て
い
た
の
に
、
伊
周
に
そ
れ
を
取
り
上

げ
ら
れ
て
困
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

　

そ
の
場
面
を
吉
田
健
一
は
、『
昔
話
』（
一
九
七
六
年
）
の
第
五
章
で
洗
練
さ
れ
た
文
明
の
象

徴
と
し
て
紹
介
し
た
。
そ
の
紹
介
文
の
な
か
で
、
伊
周
の
こ
と
を
「
若
い
兄
弟
」
と
書
い
て
い

る
の
だ
が
、『
枕
草
子
』
の
原
文
で
は
、
こ
の
場
面
に
伊
周
の
年
齢
の
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な

い
。
け
れ
ど
も
、
ウ
エ
ー
リ
の
英
訳
で
は
十
八
歳
の
若
者
と
書
か
れ
て
い
る
。
ウ
エ
ー
リ
は
枕

草
子
の
英
訳
の
中
で
、
北
村
季
吟
の
名
前
を
挙
げ
て
お
り
、『
春
曙
抄
』
を
底
本
と
し
て
い
る

こ
と
を
伺
わ
せ
る
。
枕
草
子
は
、『
春
曙
抄
』
と
い
う
す
ぐ
れ
た
注
釈
書
に
よ
っ
て
、
読
み
継

が
れ
て
き
た
。
そ
の
こ
と
が
さ
ら
な
る
広
が
り
と
な
っ
て
、
世
界
の
中
で
枕
草
子
が
読
ま
れ
る

基
盤
を
提
供
し
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
北
村
季
吟
に
よ
る
『
枕
草
子
』
の
注
釈
書
『
春
曙
抄
』
に
つ
い
て
考
察
し
て
き

た
。『
春
曙
抄
』
は
、
季
吟
の
古
典
注
釈
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
代
は
、『
枕
草
子
』
研

究
が
「
三
巻
本
」
中
心
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
や
や
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
も
思
わ

れ
る
が
、
現
代
に
至
る
『
枕
草
子
』
研
究
の
基
盤
が
『
春
曙
抄
』
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
こ
と

の
意
義
は
大
き
い
。

　

季
吟
は
初
め
俳
書
の
刊
行
か
ら
出
発
し
た
が
、
季
語
の
解
説
を
書
く
に
あ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
有
職
故
実
書
や
、『
源
氏
物
語
』
や
『
徒
然
草
』
の
注
釈
書
、
歌
学
書
な
ど
を
博
捜
し
、
和

学
者
と
し
て
の
学
問
的
な
蓄
積
を
持
っ
て
い
た
。
本
稿
で
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
、
松
永
貞
徳

門
下
と
し
て
の
勉
学
・
教
養
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
す
べ
て
を
投
入
し
て
書
か
れ
た
『
春
曙

抄
』
は
、
簡
潔
明
快
で
あ
る
と
同
時
に
、
季
吟
の
学
問
に
支
え
ら
れ
た
奥
深
い
枕
草
子
の
注
釈

書
と
な
り
、
そ
れ
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
枕
草
子
は
初
め
て
、
多
く
の
人
々
の
「
共
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島　内　裕　子

通
古
典
」
と
な
っ
た
。

　
『
春
曙
抄
』
に
点
在
す
る
、
日
々
の
振
る
舞
い
と
心
遣
い
の
大
切
さ
を
『
枕
草
子
』
か
ら
読

み
取
る
見
方
は
、
季
吟
自
身
の
人
生
観
の
反
映
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
、
文
学
に
込

め
ら
れ
た
人
間
の
生
き
方
を
受
け
取
り
、
さ
ら
に
文
学
の
命
脈
を
つ
な
ぐ
行
為
と
し
て
、
北
村

季
吟
の
注
釈
研
究
の
到
達
点
を
、
読
者
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

注

（
1
） 

写
本
で
は
、
早
く
、
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
の
も
の
が
あ
る
。

（
2
）『
光
源
氏
物
語
大
意
』
と
い
う
書
名
が
、『
国
書
人
名
辞
典
』
の
加
藤
盤
齋
の
項
に
見
え
る
。

（
3 

）
島
内
裕
子
「『
徒
然
草
吟
和
抄
』
の
注
釈
態
度
」（『
放
送
大
学
研
究
年
報
』
第
三
十
二
号
、
平
成

二
十
六
年
）

（
4 

）
島
内
裕
子
「『
徒
然
草
絵
抄
』
の
注
釈
態
度
」（『
放
送
大
学
研
究
年
報
』
第
三
十
三
号
、
平
成
二

十
七
年
）

（
5 

）
岡
西
惟
中
の
『
枕
草
子
旁
註
』
は
、
先
行
す
る
盤
齋
と
季
吟
の
注
釈
書
を
摂
取
し
な
が
ら
も
、

「
図
式
」（
図
解
）
を
付
属
し
て
い
る
点
で
、
興
味
深
い
注
釈
書
で
あ
る
。
惟
中
は
自
著
『
徒
然
草
直

解
』
に
も
「
器
物
図
」
を
付
け
て
お
り
、
ど
ち
ら
も
古
典
の
注
釈
書
で
は
珍
し
い
ス
タ
イ
ル
で
あ

る
。
岡
西
惟
中
の
、『
枕
草
子
』
と
『
徒
然
草
』
に
対
す
る
注
釈
態
度
の
研
究
は
、
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。

（
6 

）
池
田
亀
鑑
校
訂
『
枕
草
子
（
春
曙
抄
）』
上
・
中
・
下
、
岩
波
文
庫
。
上
巻
は
昭
和
六
年
三
月
刊

行
、
中
巻
は
昭
和
六
年
八
月
刊
行
、
下
巻
は
昭
和
九
年
五
月
刊
行
で
あ
る
。

（
7 

）『
春
曙
抄
』
の
注
釈
部
分
の
引
用
に
際
し
て
は
、
適
宜
、
私
意
に
句
読
点
を
打
ち
、
ま
た
送
り
仮

名
も
つ
け
て
読
み
や
す
く
し
た
の
で
、
表
記
や
句
読
点
な
ど
、
池
田
亀
鑑
校
訂
の
岩
波
文
庫
版
と
異

な
る
場
合
が
あ
る
。

（
8 

）『
文
段
抄
』
で
は
、
頭
注
・
傍
注
ス
タ
イ
ル
は
採
ら
ず
、
各
章
段
を
さ
ら
に
い
く
つ
か
に
区
切
り
、

そ
の
区
切
り
ご
と
に
注
釈
を
入
れ
て
い
る
。『
源
氏
物
語
』
や
『
枕
草
子
』
の
よ
う
な
王
朝
文
学
と

比
べ
て
、『
徒
然
草
』
の
場
合
は
、
ま
ず
原
文
自
体
を
そ
の
ま
ま
示
し
、
そ
れ
を
読
ん
だ
後
に
、
そ

の
部
分
の
大
意
や
語
釈
を
示
し
、
そ
の
後
に
再
び
、
原
文
の
続
き
が
ひ
と
ま
と
ま
り
で
示
さ
れ
、
ま

た
、
そ
の
部
分
の
大
意
や
語
釈
が
書
か
れ
る
と
い
う
繰
り
返
し
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
を

採
っ
た
こ
と
を
、
季
吟
は
『
文
段
抄
』
冒
頭
の
総
論
の
最
後
に
「
凡
そ
此
の
双
紙
の
段
々
に
又
こ
ま

か
に
文
段
を
わ
か
ち
て
、
或
は
六
節
、
或
は
三
節
な
ど
し
る
せ
る
事
は
、
い
ま
だ
先
達
の
説
を
も
承

ら
ず
（
下
略
）」
と
述
べ
て
、
独
自
の
工
夫
と
し
て
い
る
。
本
文
に
は
、
濁
点
、
句
点
、
漢
字
の
振

り
仮
名
は
付
け
て
い
る
が
、
主
語
を
示
す
こ
と
は
な
い
。『
源
氏
物
語
』
や
『
枕
草
子
』
の
場
合
、

主
語
を
逐
次
示
す
こ
と
が
文
脈
の
理
解
に
必
須
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
と
大
き
く
異
な
る
わ
け
で
、
そ

の
こ
と
か
ら
も
逆
に
、
い
か
に
『
徒
然
草
』
に
は
会
話
文
が
少
な
く
、
た
と
え
会
話
文
が
あ
っ
て

も
、
そ
の
主
語
は
明
確
に
本
文
か
ら
読
み
取
れ
る
文
学
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
る
。

（
9 

）
古
典
俳
文
学
大
系
2
『
貞
門
俳
諧
集　

二
』（
小
高
敏
郎
・
森
川
昭
校
注
、
集
英
社
、
昭
和
四
十

六
年
）
所
収

（
10 

）
島
内
裕
子
「『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
の
注
釈
態
度
」（『
放
送
大
学
研
究
年
報
』
第
十
六
号
、
平
成

十
年
）
参
照
。『
寿
命
院
抄
』
の
注
釈
が
、
主
と
し
て
『
八
雲
御
抄
』、『
枕
草
子
』、『
源
氏
物
語
』

を
例
示
し
な
が
ら
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、『
河
海
抄
』
な
ど
の
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
が

活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
。

（
11 

）
島
内
裕
子
「
徒
然
草
古
注
釈
書
の
方
法
│
│
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
か
ら
『
野
槌
』
へ
」（『
放
送

大
学
研
究
年
報
』
第
十
八
号
、
平
成
十
二
年
）
参
照
。
林
羅
山
は
み
ず
か
ら
の
紀
行
文
『
丙
辰
紀

行
』
の
中
で
、『
徒
然
草
』
第
二
百
十
一
段
の
「
万
の
こ
と
は
頼
む
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
思
想
を
念

頭
に
置
き
な
が
ら
を
、
自
分
の
心
境
を
綴
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

（
12
）「
さ
を
の
し
づ
く
」（『
樋
口
一
葉
全
集
』
第
三
巻
（
下
）、
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
十
三
年
）

 

（
二
〇
一
六
年
十
月
三
十
一
日
受
理
）
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（図版１）

（図版２）
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島　内　裕　子

（
図
版
３
）

（
図
版
４
）
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『枕草子春曙抄』の注釈態度と、その影響力

Makura no Soshi Shunshosho, Its Method of annotation and 
Influences to Posterity

Yuko SHIMAUCHI

ABSTRACT

　Among the commentaries of Makura no soshi（枕草子） published in the modern period, Makura no Soshi 
Shunshosho（枕草子春曙抄） by Kitamura Kigin（北村季吟） is the most circulated and influential one. This 
dissertation considers its method of annotation and its great cultural influences.
　Shunshosho consists of the text of Makura no Soshi and two kinds of annotations, that is, the Tochu（頭注 
notes above the text） and the Bochu（傍注 notes written between the lines of the text）. The Tochu points out 
words having definite sources and explains official ranks, place names etc., while the Bochu paraphrases difficult 
expressions, points out subjects of ambiguous sentences and attaches corresponding Chinese letters to Hiragana 
letters in the original text for clearness's sake. Generally speaking, the Tochu offers interpretations of difficult words, 
while the Bochu presents contextual explanations.
　Shunshosho makes broad reference to literary works such as Genji Monogatari （源氏物語）, Kagakushos（歌学
書 books which explains Wakas）, Yusoku Kojitsushos（有職故実書 books which explain the customs in the Imperial 
Court） etc. in order to help readers precisely interpret Makura no Soshi as a work of literature. Sometimes it also 
offers didactic readings concerning how the emperor should act or how people should live.
　Shunshosho is easy to understand because its explanations are clear and concise in spite of its academic nature. 
As it has notes to numerous passages, those who read Makura no Soshi have used it as the text both in Edo era and 
after. The present author considers the influence of Shunshosho over Buson's Haiku poems（蕪村の俳句） as well as 
its relation with Arthur Waley's translation of The Pillow-Book of Sei Sho− nagon（1928）, Shunshosho being fully 
used by modern translators of Makura no Soshi.
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